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はじめに
　後頭部は褥瘡の好発部位で知られているが、当病
棟においても平成12年1月～13年4月に5例発生してい
る現状がある。これらの患者は後頭部に創があり、長
期にわたり離床が困難なケースであり、プレーデン
スケール1）においても6～12点で、褥瘡発生のリスク
が高いことを示している。
　これらの患者に対して創への圧迫を防ぎ、後頭部
の除圧の目的で、スポンジ製ドーナツ工芸（以下ドー
ナツ枕と称す）を独自に作成し使用してきたが、褥瘡
について十分な効果が得られなかった。
　そこで今回、原因の1つである圧迫による循環障害
を軽減する体圧分散に着眼し、現状のドーナツ枕と、
二二分散に効果があるといわれるサーモエラスティ
ック製枕（以下サーモ枕と称す）の体圧と血流につい
て検討した。
用語の定義
●等圧→身体とベッドの接触面積で押し合う力。す
　　　　なわち、体表面積接触圧。
●体圧分散→接触面積の拡大により圧を分散させる
　　　　　　こと。
●血流→毛細血管の血流循環を示す。（組織100gあた
　　　　りに、1分間に送り込まれてくる血液量）
1研究方法
1．研究対象　23～28歳の健康な女子病棟看護婦4名
2．期間　平成13年9月～10月
3．方法
1）使用用具
　（1）スポンジ製ドーナツ型枕→頭部用として当
　　　病棟で作られた枕。スポンジ製でドーナツ型。
　　　全体をハイスパンで巻いてある。（写真1）
　（2）サーモエラスティック製枕→温度と圧力
　　　により形状に沿って形をつくるサーモエラ
　　　スティック素材の枕（商品名・サーモコント
　　　ァピロー㈱八神製作所）（写真2）
2）測定条件
　　患者用ベッド、マットレスパットを使用し、ベ
　ッド挙上30度にした状態に設定（これは脳外科術
　後の患者に対し、静脈灌流を促し頭蓋内圧充進を
　予防する目的のためベッド挙上することから）。
　測定時は病衣着用し、できる限り会話せず、安静
　を保持した。室内は騒音の少ない個室とし、室温
　22度、湿度70％に設定。電気はつけた状態にて行
　つた。
3）測定方法
　（1）体圧＿プレッシャースキャニングエイドゼロC
　　　R－270を使用
　　　●測定部位＿ドーナツ枕と頭部が接触する4
　　　　ヶ所（写真1）と、サーモ枕はそれに後頭部
　　　　を加え5ヶ所とした。その位置決めに関し
　　　　ては、ドーナツ枕と頭部が仰臥位の状態で
　　　　接触する部位にマーキングし、測定毎に位
　　　　置かずれないよう配慮した。
　　　●測定方法＿マーキング部位にセンサーを
　　　　あて、ドーナツ枕の上にのせ、仰臥位にて
　　　　4カ所を測定。その時センサーを入れた位
　　　　置はずらさず、3回連続して1ヵ所を測定し
　　　　た。サーモ枕も同様5カ所を測定。
　（2）血流＿アドバンスレーザー血流計ALF21を
　　　使用
　　　●測定部位＿体圧測定の際、マーキングした
　　　　後頭部と下部の2カ所
　　　●測定方法＿1則定部位に血流プローブを装
　　　　着固定できるよう10×10㎜程度の大きさ
　　　　に剃毛して、両面テープにて固定する。又、
　　　　直接プローブに圧迫が加わらないようス
　　　　ポンジをあて、固定した。
　　　●測定時間＿圧迫のない状態として側臥位
　　　　になり3分間、そして仰臥位になり2時間、
　　　　その後圧迫を除去した状態として側臥位
　　　　になり15分間測定する。ドーナツ枕とサー
　　　　モ枕を同様に行う。
皿結果
　体圧は，各部位とも3回ずつ測定し，最終の値の平
均値を比較した。（表1参照）
　ドーナツ枕では、下部が34．3±8．5mmHgと高かっ
た。サーモ枕では4点の差は少なく、下部においても
　　　　　　　　　　　　　　戸、23．4±2．8mmHgであった。
　血流は、血流計の記録用紙から5分半の血流量を読
み取り変動をみた。（表2～5参照）ドーナツ枕では、
後頭部において圧迫前の血流は圧迫5分間で47～81％
減少しており、下部においては77～95％の減少がみ
られた。サーモ枕では、後頭部において38～88％減少
しているが、下部においてCは12％、Dは18％の減少
であった。圧迫5分以降の変動をみると、ドーナツ枕
では減少した後、ほとんど変動がみられなかった。サ
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一モ枕では、後頭部においてはあまり変動がみられ
なかったが、下部においてAとDに変動がみられた。
圧迫除去後については、ドーナツ枕、サーモ枕とも血
流の増加があったが、両者の比較はできなかった。
皿考察
　表1より、ドーナツ枕における体圧は、4点のうち他
の3点に比べ下部が最も高い傾向があった。その原因
として、ベッド挙上により頭部が重力にしたがって
下方へとずれる2）ことが考えられる。下部の体圧は平
均34．3±8．5mmHgであり、うち被験者2名は40mmHg
以上で褥瘡発生の危険値とみなしているランディス3）
の毛細血管圧測定実験32mmHgを超えている。体圧
に関する循環障害について、陳ら4）は「安静時、正
常な皮膚における細動脈の血圧は32mmHgであるた
め、皮膚局所に加わる圧がこれを上回る場合、当然そ
の微小循環に障害を生じる」と述べている。よって下
部は、褥瘡の発生の危険性が高いと考えられる。
　血流からみると、表2，3より後頭部は圧迫がないに
も関わらず、圧迫している下部と同じくらい減少し
ている。これは、周囲からの圧迫により、中心部の循
環障害をきたしている可能性があると考えられる。
一方サーモ枕は、体圧の一番高い後頭部では26．6±
3．5mmHgであった。また、他の4点との差は少なかっ
た。これはサーモ枕の特徴として、体温を感知して枕
の表面が身体の輪郭に沿ってフィットしてくるため、
接触面積が広くなることから、体二分散されていた
のではないかと考えられる。
　これまで私たちは、創の保護、除圧の目的でドーナ
ツ枕を使用してきた。しかし体圧と血流の結果から、
効果的な二刀分散が図れていないと考える。また、サ
ーモ枕は土圧が1点に集中しなかったが、表4、5より
血流に関しては傾向を得ることができなかった。今
後、効果的な体圧分散を図るためには、枕の素材、形、
接触面積について検討が必要である。加えて褥瘡の
発生要因についても追求した上で、体圧分散用具の
開発をしていくことが重要である。
】Vまとめ
　今回、後頭部褥瘡予防について体圧分散に着眼し、
体圧と血流から現状のドーナツ枕とサーモ枕を検討
した。しかし、被験者が4名と少なく、統計処理がで
きなかったためデータから十分な結論を導くまでに
は至らなかったが、以下のような傾向が明らかにな
った。
1．ドーナツ枕における下部の体圧は平均34．3±
　8．5mmHgであり、一一点に集中していた。圧迫のな
　い後頭部においても、圧迫をしている下部と同じ
　くらい血流の減少がみられた。よって、ドーナツ
　枕は体圧と血流からみると油圧分散に有効では
　ない。
2．サーモ枕は、体圧の結果より1点に集中する傾向
　はなかった。また、危険値を上回るものはなかっ
　た。
　今後、効果的な体圧分散を図るためには、枕の素
　材、形、接触面積について検討が必要である。
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写真1　スポンジ製ドーナツ畳枕 写真2　サーモエラスティック製枕
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表1　体圧（平均値±標準偏差mmHg）
ドーナツ枕 サーモ枕
上部 22．4±8．7 19．6±3．4
下部 34．3±8．5 23．4±2．8
右部 18．9±ll．5 18．9±4．2
左部 15．1±8．2 18．0±4．7
後頭部 0 26．6±3．5
表2　ドーナツ枕後頭部の血流 表3　ドーナツ枕下部の血流
ドーナツ枕後頭部の血流
血流量 ml／min／1009
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表4　サーモ枕後頭部の血流 表5　サーモ枕下部の血流
サーモ枕後頭部の血流
血流既里　ml／min／1009
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